判決文（仮）
主文
被告人は無罪。
理由
本件における争点は、被告人の傷害行為における正当防衛の成否に関するものである。
弁護人は、被告人が被害者を突いた行為につき、自己の身を守るためやむを得ず行ったものであり、正当防衛が成立すると主張している。他方、検察官は、他の手段は十分考えられたにも関わらず、被害者を突き飛ばし道路へ転倒させたことは、行為の補足性を満たさないため認められないとし、正当防衛の成立が否定される旨の主張をしている。

　当時の状況のもとにおいて、被告人が被害者の強い絡みからのがれるために被害者を突いたことは、その態様も、女性にとって相応の形態で、かつ通常取られる手立てとして首肯しうるものであり、しかも被告人が被害者を突いた場所から道路までは３メートル前後の間隔が存していること、これらの諸事情に照らせば、被告人の所為が被害者を引き離すに必要にして相当な程度を越えていたとは到底いえないところである。

　被告人として他にどのような取り得る方法があったかを問うとき、被告人が、思いもかけず公衆の面前で酔余の被害者に絡まれたうえ、侮辱的言辞まで受け、剰え助けを求めても誰一人としてこれに応じてくれず、そのような被告人に対して、その場から立ち去るなどの動きに出て然るべきであったかのようにいうのは、被告人に対し一方的にそのような屈辱を甘受せよと強いるに等しく、他方、公共の場にそぐわない行動をとる酔余者に対しては、その行動を放任する結果になることから、到底与することができない。

然らば、被告人が被害者を突いた行為は、刑法３６条１項にいう急迫不正の侵害に対して自らの身の安全を守るためやむを得ずに出た所為ということができ、正当防衛の成立が認められる。

よって刑訴法３３６条前段により被告人に無罪の言渡をしなければならないものとして主文のとおり判決をする。

